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１．概要（Summary） 

超伝導転移端温度計(TES:Transition Edge Sensor)

型マイクロカロリメータは、主に 0.1 keV～200 keV の X

線、ガンマ線の測定において利用されており、現在開発

されている放射線検出器の中でも特に優れたエネルギー

分解能を実現している。しかしながら、TESの受光面積は

1 mm2 程度で、十分な計数率を得ることができない。位

置検出型 TES(PoST:Position-Sensitive TES)型マイク

ロカロリメータ(1)は Fig.1のように、1つの長い吸収体の両

端が 2つの TESに載った構造をしており、比較的少ない

配線数で広い受光面積の確保を図っている。この PoST

を用いて入射ガンマ線の位置の検出を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

RIE装置、プラズマ CVD、スパッタ装置、ドラフト、レー

ザービーム描画装置、スピンコータ、露光装置、光学式膜

厚測定器、レーザー顕微鏡、ダイシングソー 

【実験方法】 

SOI基板でTES型マイクロカロリメータの製作を行った。

基板表面の窒化シリコンと裏面の酸化シリコンの積層は

当共同研究開発センターで、TES のチタン、金の成膜は

首都大東京、アルミニウム配線の形成、メンブレン構造の

形成は宇宙科学研究所で行った。九州大学において製

作したPoSTを約 100 mKまで冷却し、137Cs線源を用い

てガンマ線照射実験を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

今回は片側の PoSTだけで位置検出を試みた。パルス

の立ち上がり時間と波高値の散布図を Fig.3 に示す。入

射位置に関するそれらの関係を sheet.1に示す。位置検 

 

出は不可能であったが、sheet.1の傾向は確認できた。 

位置検出が出来なかった原因として吸収体の熱の拡散

が予想よりも速かったことが考えられる。次の実験では熱

の拡散を遅くした長い吸収体を用いて PoST で位置検出

を行う予定である。又、SU8 を用いて吸収体と TES の間

の熱伝導を調整して性能の向上を予定している。 
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Fig. 2 risetime vs pulseheight 

Sheet. 1  Relation of  

risetime and pulseheight 

Fig. 1 Schematic cross-sectional of PoST. 


